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I. 法人の概要 
 

 

１． 建学の精神 

 

 

 

 

 

 

 

 

本法人は、人格、徳性の涵養並びに知性の練磨を象徴的に表す「正己以格物」を

不易の綱領と定め、建学の精神としています。 

 

この言葉は、儒教の根本精神を表した四書五経の一つ「大学」に拠るもので、物

の道理をよく見極め、広く知識を求め、社会における自己の役割が如何なるものか

を、深く認識し、高い倫理性をもって行動することの重要性を説いているもので

す。 

 

本法人は、この建学の精神に基づき、社会の負託と時代の要請に応えることを要

諦とし、創造的、個性的な自己思考能力を有する有為の人材を養成しています。 

 

２． 学校法人の沿革 

昭和 31年 2月 28日 八戸高等電波学校の設置を申請する。 

昭和 31年 4月 10日 八戸高等電波学校を開校する。 

昭和 31年 7月 27日 学校法人八戸高等電波学校の寄附行為が認可される。 

昭和 31年 8月 2日 法務局への登記が完了し、学校法人八戸高等電波学校が成立する。 

昭和 32年 2月 12日 学校法人八戸電波高等学校に改称する寄附行為の変更が認可される。 

八戸電波高等学校の設置を認可される。 

昭和 34年 4月 1日 八戸電波高等学校(本科「無線通信科、無線技術科」・専攻科)を開校す

る。 

昭和 36年 4月 1日 八戸電波高等学校に電子科、電気科を設置する。 

昭和 36年 11月 1日 学校法人八戸電波工業高等学校に改称する寄附行為の変更を認可される。 

八戸電波工業高等学校へ名称変更を認可される。 

昭和 37年 3月 31日 八戸電波工業高等学校の無線技術科を廃止する。 

昭和 37年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に機械科を設置する。 

昭和 39年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に普通科を設置する。 

昭和 43年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に土木科、建築科を設置する。 

工業課程は、6科 (通信科・電気科・電子科・機械科・土木科・建築科) 

となる。 

【 正己以格物 (せい・き・い・かく・ぶつ) 】 

（己を正し以て物に格る） 
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昭和 45年 12月 15日 さくら幼稚園の設置を認可される。 

昭和 46年 4月 1日 さくら幼稚園を開園する。 

昭和 47年 1月 29日 学校法人八戸工業大学へ名称変更を認可される。 

八戸工業大学の設置を認可される。 

昭和 47年 4月 1日 八戸工業大学 (工学部機械工学科・産業機械工学科・電気工学科) を開学

する。 

昭和 50年 2月 3日 八戸工業大学第二高等学校の設置を認可される。 

昭和 50年 4月 1日 八戸電波工業高等学校白銀校舎 (工業課程) を八戸工業大学第一高等学校

に改称する。 

八戸電波工業高等学校大開校舎 (普通科) を八戸工業大学第二高等学校と

して開校する。 

昭和 51年 4月 1日 八戸工業大学工学部に土木工学科及び建築工学科を設置する。 

昭和 57年 4月 1日 八戸工業大学工学部にエネルギー工学科を設置する。 

昭和 59年 4月 1日 八戸工業大学第一高等学校に情報科を設置する。 

昭和 63年 4月 1日 八戸工業大学工学部に食品工学研究所及び情報システム工学研究所を設置

する。 

平成 5年 4月 1日 八戸工業大学工学部に構造工学研究所を設置する。 

平成 7年 3月 16日 八戸工業大学に大学院工学研究科修士課程の設置を認可される。 

平成 7年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科修士課程を設置する。 (機械システム工学

専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 8年 12月 19日 八戸工業大学に大学院工学研究科博士後期課程の設置を承認される。 

平成 9年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程を設置する。 (機械システ

ム工学専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 10年 12月 22日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻の設置が承認され

る。 

平成 11年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部にシステム情報工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部電気工学科を電気電子工学科へ名称変更する。 

平成 12年 12月 21日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻に博士後期課程の設置が承認

される。 

平成 13年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部機械工学科を機械情報技術学科、土木工学科を環境建

設工学科へ名称変更する。 

平成 14年 4月 1日 八戸工業大学工学部に生物環境化学工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部に異分野融合科学研究所を設置する。 

平成 15年 4月 1日 八戸工業大学工学部電気電子工学科を電子知能システム学科へ名称変更す

る。 

八戸工業大学第一高等学校に進学科、情報電気科、環境建設科を設置す

る。 

八戸工業大学第一高等学校電子科、電気科、土木科、建築科、情報科の募

集を停止する。 
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平成 16年 10月 5日 感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する届出書が受理される。 

平成 17年 4月 1日 八戸工業大学に感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する。 

平成 18年 10月 31日 八戸工業大学が「日本高等教育評価機構」による「機関別認証評価」に係

る実地調査を受審する。 (〜11月 2日、平成 19年 3月 29日認定) 

平成 19年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科機械システム工学専攻を機械・生物化学工

学専攻に同電気電子工学専攻を電子電気・情報工学専攻へ名称変更する。 

平成 21年 4月 1日 八戸工業大学に工学部土木建築工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部生物環境化学工学科をバイオ環境工学科へ名称変更す

る。 

平成 22年 4月 1日 八戸工業大学工学部電子知能システム学科を電気電子システム学科へ名称

変更する。 

八戸工業大学第一高等学校に普通科並びに工業科を設置する。 

平成 26年 3月 11日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機

構が定める大学評価基準に適合していると認定される。 (10月 2日〜10

月 4日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 

平成 27年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科土木工学専攻を社会基盤工学専攻へ名称変

更する。 

平成 27年 4月 28日 八戸工業大学エネルギー環境システム研究所を地域産業総合研究所へ名称

変更する。 

平成 28年 3月 31日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻を廃止する。 

平成 29年 3月 2日 八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置を認可される。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置、収益事業の中止、役員等選

任条項の変更に伴う寄附行為の変更が認可される。 

平成 30年 4月 1日 八戸工業大学工学部機械情報技術学科を機械工学科へ名称変更する。 

八戸工業大学工学部電気電子システム学科を電気電子工学科へ名称変更す

る。 

八戸工業大学工学部バイオ環境工学科を生命環境科学科へ名称変更する。 

八戸工業大学感性デザイン学部感性デザイン学科を創生デザイン学科へ名

称変更する。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校を開校する。 

令和 3年 3月 16日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機

構が定める大学評価基準に適合していると認定される。 (10月 19日〜10

月 21日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 

令和 4年 4月 1日 八戸工業大学工学部工学科を設置する。 

 

 

八戸工業大学感性デザイン学部創生デザイン学科を感性デザイン学科へ名

称変更する。 

 

 

八戸工業大学工学部機械工学科、電気電子工学科、システム情報工学科、

生命環境科学科、土木建築工学科の学生募集を停止する。 

令和 6年 1月 25日 

 

 

八戸工業大学第二高等学校通信制課程の設置を認可される。 

八戸工業大学第二高等学校附属通信制課程の設置に伴う寄附行為の変更が

認可される。 
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３． 設置する学校・学部・学科等 

１）設置状況 

(令和５年５月１日現在) 

学校名 研究科・学部・課程等 学科 

八戸工業大学大学院 

工学研究科 

博士前期課程 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 

電子電気・情報工学専攻 

社会基盤工学専攻 

八 戸 工 業 大 学 
工学部 工学科 

感性デザイン学部 感性デザイン学科 

八戸工業大学第一高等学校 全日制課程 
普通科 

工業科 

八戸工業大学第二高等学校 全日制課程 普通科 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   

さ く ら 幼 稚 園   

 

 

２）学校・学部・学科等の学生数 

(令和５年５月１日現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 研究科･学部･課程等 学科 収容定員 現員数 

八戸工業大学 

大 学 院 

工学研究科 

博士前期課程 

機械・生物化学工学専攻 10 3 

電子電気・情報工学専攻 10 4 

社会基盤工学専攻 10 6 

小計 30 13 

工学研究科 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 6 2 

電子電気・情報工学専攻 6 1 

社会基盤工学専攻 6 1 

小計 18 4 

大学院 計 48 17 

八戸工業大学 

工 学 部 

工学科 500 388 

機械工学科 100 82 

電気電子工学科 80 55 

システム情報工学科 120 171 

土木建築工学科 120 129 

生命環境科学科 80 53 

小計 1,000 878 

感性デザイン学部 
感性デザイン学科 200 147 

小計 200 147 

学部 計 1,200 1,025 

八戸工業大学第一高等学校  全日制課程 

普通科 240 223 

工業科 735 443 

小計 975 666 

八戸工業大学第二高等学校  全日制課程 普通科 720 501 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   180 48 

さくら幼稚園   90 69 

 合計 3,213 2,326 
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３）園児・生徒・学生在籍者数の推移（H26～R5） 

 

 

 

 

４． 理事会等の状況 

１）役員 

理事 9人（定数：8人以上 13人以内） 

監事 2人（定数：2人以上 3人以内） 
 

  (令和５年４月１日現在) 

職名 氏名 勤務形態 備考 

理事長 栁谷 利通 常勤  

副理事長 橋本 精二 非常勤 会社役員（副会長） 

理事 坂本 禎智 常勤 八戸工業大学学長 

理事 藤澤 重信 常勤 八戸工業大学第一高等学校校長 

理事 黒坂 孝 常勤 
八戸工業大学第二高等学校校長 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校校長 

理事 木村 喜久子 常勤 さくら幼稚園園長 

理事 大庭 文武 非常勤 元八戸市教育委員長 

理事 武輪 俊彦 非常勤 会社役員（代表取締役） 

理事 阿波 稔 常勤 八戸工業大学学長補佐、八戸工業大学学務部長 

監事 田島 幹二 非常勤 会社役員（代表取締役） 

監事 島守 雅之 非常勤 会社役員（代表） 
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２）役員賠償責任保険契約の状況 

日本私立大学協会を団体契約者とする「私大協役員賠償責任保険」制度加入 

 ①被保険者の範囲：理事・監事・評議員 

 ②保険契約の内容の概要 

 被保険者が本法人の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む）に起因

して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等を

補償するもの。ただし、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身

の損害等は補償対象外とすることにより、役員の職務の執行の適正性が損なわれない

ように措置を講じている。保険料は全額法人が負担する。 

 

３）理事会開催状況 

令和５年度開催数 １０回 

開催日 議    案 

R5.4.26 
第 1号議案 

第 2号議案 

八戸工業大学「ガバナンス・コードへの適合状況の確認」に関する件 

「令和５年度資産運用方針及び新たな資産運用」に関する件 

R5.5.26 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

第 4号議案

第 5号議案 

令和４年度監査報告に関する件 

令和４年度事業報告に関する件 

令和４年度決算に関する件 

八戸工業大学「名誉教授の称号授与」に関する件 

八戸工業大学「栄誉教授の称号授与」に関する件 

R5.6.30 第 1号議案 八戸工業大学第一高等学校「教育基金」に関する件 

R5.7.26 第１号議案 学校法人八戸工業大学「教職員の採用」に関する件 

R5.9.15 
第 1号議案 

第 2号議案 

学校法人八戸工業大学「寄附行為変更」に関する件 

八戸工業大学第二高等学校「学則変更」に関する件 

R5.11.29 

第 1号議案 

 

第 2号議案 

「学校法人八戸工業大学における公的研究費及び研究活動の適正確保

に関する規程改正」に関する件 

「資産の取得」に関する件 

R6.1.31 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

第 4号議案 

八戸工業大学「学長選任」に関する件 

八戸工業大学第一高等学校「校長選任」に関する件 

さくら幼稚園「園長選任」に関する件 

「日本私立大学協会役員賠償責任保険制度」に関する件 

R6.2.28 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

第 4号議案 

第 5号議案 

第 6号議案 

第 7号議案 

八戸工業大学大学院「学則変更」に関する件 

八戸工業大学「学則変更」に関する件 

八戸工業大学第二高等学校「学則変更」に関する件 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校「学則変更」に関する件 

学校法人八戸工業大学「組織等に関する規程改正」に関する件 

学校法人八戸工業大学「就業規則改正」に関する件 

学校法人八戸工業大学「高等学校奨学規程改正」に関する件 

R6.3.27 

第 1号議案 

第 2号議案 

 

第 3号議案 

第 4号議案 

第 5号議案 

第 6号議案 

第 7号議案 

学校法人八戸工業大学「給与規程改正」に関する件 

学校法人八戸工業大学「定年退職者の再雇用に関する規程改正」に関

する件 

学校法人八戸工業大学「文書取扱規程改正」に関する件 

学校法人八戸工業大学「公印取扱規程改正」に関する件 

八戸工業大学「社会連携学術推進室規程廃止」に関する件 

評議員の選任に関する件 

役員の選任に関する件 

R6.3.27 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

令和６年度学校法人八戸工業大学事業計画並びに予算に関する件 

役員の選任に関する件 

学校法人八戸工業大学「役員報酬等の支給基準改正」に関する件 
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評議員等の状況 

１）評議員 23人（定数：17人以上 27人以内） 

(令和５年４月１日現在) 

氏  名 現    職    等 

栁谷 利通 理事長 

橋本 精二 副理事長、会社役員（副会長） 

坂本 禎智 理事、八戸工業大学学長、大学院工学研究科長、感性デザイン学部長 

藤澤 重信 理事、八戸工業大学第一高等学校校長 

黒坂 孝 理事、八戸工業大学第二高等学校校長、八戸工業大学第二高等学校附属中学校校長 

木村 喜久子 理事、さくら幼稚園園長 

大庭 文武 理事、元八戸市教育委員長 

武輪 俊彦 理事、会社役員（代表取締役） 

阿波 稔 理事、八戸工業大学学長補佐、八戸工業大学学務部長 

工藤 嘉範 地方議会議員 

柴田 一則 会社役員（取締役・執行役員） 

大館 恒夫 第一高校教育後援会会長 

淺利 能之 八戸工業大学同窓会副会長、八戸工業大学同窓教職員の会会長 

福士 信雄 八戸工業大学同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

福士 憲一 元八戸工業大学副学長 

岩渕 義昭 第二高等学校後援会会長、第二高等学校同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

小笠原 良誠 第一高校同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

河原木 聡 第二高校附属中学校副校長 

横町 浩明 会社役員（専務取締役） 

作田 真樹 さくら幼稚園教頭 

工藤 幸太 第一高校教頭 

大野 和弘 八戸工業大学事務部長、社会連携学術推進室次長 

金子 賢治 八戸工業大学学長補佐、社会連携学術推進室長、地域産業総合研究所長 

 

 

２）評議員会開催状況 

令和５年度開催数 ３回 

 

  

開催日 議    案 

R5.5.26 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

令和４年度監査報告に関する件 

令和４年度事業報告に関する件 

令和４年度決算に関する件 

R5.9.15 
第 1号議案 

第 2号議案 

学校法人八戸工業大学「寄附行為変更」に関する件 

八戸工業大学第二高等学校「学則変更」に関する件 

R6.3.27 

第 1号議案 

第 2号議案 

第 3号議案 

令和６年度学校法人八戸工業大学事業計画並びに予算に関する件 

役員の選任に関する件 

学校法人八戸工業大学「役員報酬等の支給基準改正」に関する件 



 8 / 37 

 

５． 教職員の状況 

(令和５年５月１日現在) 

 教職員区分 
法人 

事務局 

八戸工業 

大学 

八戸工業

大学第一

高等学校 

八戸工業

大学第二

高等学校 

八戸工業大

学第二高等

学校附属中

学校 

さくら

幼稚園 
合計 

専 任 教 員 - 69 54 44 8 8 185 

 教授(教諭) -  42 54 40 7 6 149 

 准教授 - 19 - - - - 19 

 講師 -   4 2 4 1 1 12 

 助教・助手 -    4 - - - 1 5 

兼 務 教 員 - 68 8 19 4 1 100 

教 員 計 - 137 64  63 12 9 285 

専 任 職 員  25 51 6   4 - 1 87 

兼 務 職 員   1  20 7   6 - 5 39 

職 員 計  26 71 13   10 - 6 126 

合  計  26 208 77  73 12 15 411 
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II. 事業の概要 

 

１. 八戸工業大学 

１）カーボンニュートラル（ＣＮ）達成に資する活動の推進 

 「HITカーボンニュートラルロードマッ

プ」に基づき、環境問題や再生可能エネルギ

ーなどについて学ぶ「カーボンニュートラル

入門」（カーボンニュートラル教育プログラ

ム）を開講し、本学学生はもちろん、受講を

希望する高校生にも門戸を開いた。また、一

昨年度発足した HITカーボンニュートラル人

材育成協議会の協議を経て、市と協調した市

内小中学生への環境学習会の活動を実行することとした。 

 

２）社会の要請に応える新たな教育分野の構築に向けた検討 

 兼ねてより成長分野の教育プログラムの構築に向けた将来計画の検討を行っていたが、期

せずして当該分野への構想支援を行う文部科学省「大学・高専機能強化支援事業」の基金が

創設されたことから申請応募し、採択され、向こう８年間の構想について支援されることと

なった。教育プログラムの構想検討が加速し、さらにキャンパス整備などインフラについて

も検討を開始した。 

 

３）デジタルを活用した大学教育の高度化（DX）の推進 

 新カリキュラムに分野横断型プログラムとして「数理・データサイエンス・AI教育プロ

グラム」科目群を全学科対象に開講し、基礎科目群から展開科目群への展開を行った。上述

の成長分野の一つでもあるデジタル分野対象の本教育プログラムは、文部科学省「数理・デ

ータサイエンス・AI教育プログラム」の認定に向け着実に進めている。また、昨今注目さ

れている生成 AI（ChatGPTなど）の教育・研究活動における利用についての本学ガイドライ

ンを制定し、さらに作成動画によるＩＣＴ教育活動に関する教職員間でＦＤ活動を行った。 

 

４）地域貢献型大学としての一般教養教育構築 

 共創教育（分野を超えた教育）プログラムに安全・安心・健康で文化的な地域社会の創出

に貢献できる人材の育成を目的とした「北東北八戸の地域学」をオムニバス形式で多種多様

な分野のゲストスピーカーを迎え、開講した。若年者の県内定着の促進に向けた取組を推進

する青森県の重点事業も着目するカリキュラムであり、今後、連携がさらに深化することと

なる。また、グループ校への取組ではあるが、高等学校の冬休み・春休み期間を利用して入

学前講習（数学）を実施し、高等学校在学時の大学入学決定後におけるシームレスな教養教

育の学習機会の提供を試みた。 
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５）地域と連携したリカレント教育・寄付講座の拡充 

 社会人に向けたリカレント教育として履修証明プログラム制度を設けており、今年度は新

たに地域の将来を担う若手機械技術者を対象に機械工学の基礎的事項を教授する「HIT機械

工学基礎プログラム」を開設した。また、寄付講座についても「青森県のエネルギー事情」

なる新たな講座を開設し、県内のエネルギー関連企業の技術者などを講師に、長期的なエネ

ルギー安全保障、エネルギーに関する地域の課題を理解し、県内の様々なエネルギー産業に

ついて学ぶ内容となっている。 

 

６）大学設置基準の改定に即した運営の見直し 

 改定された大学設置基準に基づき、教育研究体制の見直しを進めてきたが「大学・高専機

能強化支援事業」においても基幹教員数の要件が発生することから、それを含め、見直し、

令和７年度以降の施行に向け引き続き検討を進める。 

 

７）ポストコロナに向けた新しい教育研究体制の構築 

 教育研究活動に際し、コロナ禍の様々な制

限下においても情報通信環境や教室環境を整

え、オンライン・オンデマンド授業等の実施に

より教育の質保証を堅持した。ポストコロナに

おいても、構築したこれらの教育環境整備の利

点を生かし、一部継続して活用した。また、人

流が回復することから、留学生の確保について

もコロナ前の構想に戻り、初度段階の事業とし

て外国人特定技能取得制度をビジネスモデルと

して立案し、新しい教育体制を構築した。 

 

２. 八戸工業大学第一高等学校 

１）令和４年度スタートの新学習指導要領・新学習評価への適切な対応 

ア 令和４年度入学生から観点別評価を導入した。令和５年度は、１・２年生が観点別評価の

対象となり、３年生（令和３年度入学）は旧課程での評価を行うという２系統での評価と

なった。また、令和４年度は教科毎に委ねていた観点別評価の割合と評定を統一した。評

価の方法は各教科に委ねている。 

イ 令和４年度入学生が２年生となり、新科目のシラバスと年間授業計画を整備し、新たな科

目に対応した。 

 

２）工業科におけるデュアルシステム導入の研究 

ア 令和４年度にデュアルシステム先進校である東京都立工科高校２校に視察に行き、本校と

しての方向性を探ってきたが、部活動との兼ね合いから、現段階では導入は難しい状況で

ある。 

https://www.hi-tech.ac.jp/hit%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E5%B7%A5%E5%AD%A6%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0
https://www.hi-tech.ac.jp/hit%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E5%B7%A5%E5%AD%A6%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0
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イ １０月１１日から１３日まで３日間、八戸市内の企業４５社

（５５事業所）の協力により、工業科２年生１５３名が「就業

体験」を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 電気事業組合青年部主催「電気工事の魅力とは！高校生未

来デザインミーティング」が５月１５日に本校で開催さ

れ、２年電気コースの生徒２４名が青年部と交流し、電気

工事の現場を知り電気工事の働きがいと魅力について理解

を深めた。 

エ 「エネルギー出前講座」と称し６月２３日に実施。東北電

力の専門家を本校に招き、２年電気コースの生徒２４名が

発電から配電までの電気事業に関する講義を受け、日本の

エネルギー事情について学んだ。 

オ 「八戸地区自動車整備人材確保検討会主催出前講座」を

６月２９日に実施。トヨタカローラ八戸株式会社サザン

ウィングにて２年機械コースの生徒２６名が自動車のカ

ーボンニュートラルに関する取り組み、環境への配慮、

最新の技術に関する講義を受けた。 

カ 北日本海事興業株式会社の協力により、９月１３日、「八

太郎・河原木地区現場見学会」に２年建設コースの生徒

４２名が参加した。 

キ 青森県エネルギー総合対策局 エネルギー開発振興課主催で、「風力発電施設体験研修」を

１０月２日に実施した。２年電気コース生徒２４名が参加した。 

 

３）高大連携による高度な専門教育の実施 

ア 八戸工業大学と第一高校・第二高校が連携し、

高校生が大学の講義を受けてその単位を修得で

きるという取り組みをスタートした。八戸工業

大学科目等履修制度を活用し「カーボンニュー

トラル入門」の受講を希望する生徒１３名が参

加し、環境問題、電化、電力システム、エネル

ギー変換、資源循環と幅広い分野を学んだ。講

義は９月から１月まで計１５回にわたり行われた。 
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イ ５月から６月にかけ３年電気コースが八戸工業大学電気電子通信工学コースの協力を得て

「高大連携課題研究」を実施した。 

ウ 「レベルアップ講座」と称し、大学に進学する生徒を対象に、基礎学力を確認しながら大

学の講義につまずかないよう補習を行うという取り組みである。数学・英語・理科の３教

科について１２月から２月にかけ５回実施したが、特に、数学においては八戸工業大学の

数学の教授が本校で補習を行った。 

 

４）各種資格試験、検定試験、国家試験の受験率・合格率の向上 

ア 昨年度から引き続き、ジュニアマイスター顕彰制度（全国工業高等学校長協会）区分表４

点以上の試験を受験する生徒に対して、受験料の半額をＰＴＡの予算から補助し、受験者

の負担を減らすための一助とした。 

イ 玉掛け技能講習とドローン検定を本校で実施した。 

ウ 「高校生ものづくりコンテスト測量部門」が８月１日

に開催され、２年建設コース３名が参加した。１２月

２５日には「電子回路組立部門」に２名、「旋盤作業

部門」に１名の生徒が参加した。 

エ 「全国高等学校ロボット競技大会青森県予選会」が８

月２６日に開催され、本校からは航空宇宙開発利用研

究会の４名が参加し、みごと全国大会への出場権を獲

得した。全国大会は福井県営体育館を会場に行われ、

本校から５名の生徒が出場し健闘した。 

 

５）ＩＣＴを活用した教育の推進 

ア 学校行事等に活用するため大判プリンタ１台、電気コースのものづくりコンテスト用学習

機材一式、ロボットコンテストに出場するための機材一式を購入した。大型ディスプレイ

２台を追加購入し、１～３年生全教室に設置完了した。 

イ ネット接続によるオンライン学習支援アプリ「スタディサプリ」を活用した。特育の時間

をはじめ、夏休み冬休みの期間でもマイペースで学習を進め、進捗状況を教員が把握しサ

ポートした。 

ウ 「青森県産業教育振興会三八地区協議会主催による生徒の発表会」が１月１９日に実施さ

れた。「ネットワーク構築について 〜Cisco Packet Tracerで実験〜」と題して３年情報

コースの生徒３名がデーリー東北新聞社デーリーホールで発表した。 

 

６）校務管理システムの適切な運用 

ア 校務管理システムの運用について個人的な技量に頼らざるを得ない業務が多い中、情報処

理技術を持つ教員への依存を軽減すべく、汎用化した校務管理システムへの移行を目指

し、年度初めから検討を重ねた。また、入学者選抜検査のＷｅｂ出願導入を視野に入れ、

コミュニケーションツールとしての機能も備えた「ＢＬＥＮＤ」への転換を決定した。 
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イ 現在運用している校務管理システムに、新学習指導要領・新評価に則った調査書等の作成

機能を追加した。 

 

７）部活動の活性化、地域の文化継承活動、地域貢献活動を通じた総合的人間教育の

推進 

ア 県高総体では、男子は水泳、ソフトテニス、

レスリング、自転車競技、硬式野球、ウエイ

トリフティングの６種目優勝により３年連続

２６回目の総合優勝（闘魂旗獲得）を果たし

た。女子は水泳、ソフトテニスの２種目に優

勝した。各部とも継続した戦力の維持が困難

になってきており、他競技から滞在能力が高

く適性のある生徒を勧誘し、部員の確保に努

めている。県高総文祭では写真部１名が優良

賞を受賞した。 

イ 全国大会出場者数は次のとおりであった。 

・全国高校総体夏季大会 44名  ・全国高校総体冬季大会 24名 

・全国選抜大会       54名  ・国民体育大会夏季大会 17名 

・国民体育大会冬季大会 13名  ・その他の全国大会   16名 

ウ アイスホッケー女子Ｕ１８世界選手権ディビ

ィジョンＩグループＡ（イタリア開催）に２

年普通科の黒丸春香さんが出場し、優勝に大

きく貢献した。その後、スマイルジャパンに

選出された。 

エ ３月、硬式野球部２年の金渕光希君（ピッチ

ャー）がＵ１８代表候補に選出され、合宿に

参加した。 

エ １年生全員に対し４月に部活動加入を義務付け、途

中退部者には個別指導を行い、再加入を促した。 

オ １２月１０日、八戸ショッピングセンターラピアに

て「第４３回三部展＋１」を開催した。毎年行って

いる文化部の展示会であり、今年は写真部、放送

部、航空宇宙開発利用研究会、パソコン部に加え、

ダンス愛好会のステージ発表も行った。 
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カ 「部活動父母顧問研修会」では、講師に仙台育英

学園高等学校教諭（硬式野球部監督）である須江

航氏を迎え、八戸パークホテルで講演会を開催し

た。保護者の他、中学校教員も参加し１３０名を

集めた。 

キ 日本政府が推進するアジア太平洋地域との人的交

流事業として、「JENESYS 日本・ASEAN・東ティモ

ール 高校生国際交流」を７月２８日に実施した。

シンガポール、ミャンマー、ブルネイ、フィリピ

ン、タイ、カンボジア、インドネシア、マレーシ

ア、東ティモールからそれぞれ２名、ラオス、ベ

トナムから１名ずつ、合計２０名の高校生と、引

率教員３名が本校を訪れた。工業科の生徒１２名

が案内役を務め、互いに交流しながら、セグウェ

イや電動カートの試乗体験、ドローン操縦体験、

エネルギー効率実験を行った。 

ク 「元気な八戸づくり若者シンポジウム」が２月２

３日に八戸市美術館で開催され、工業科２年生３

名が「マイコンカー×カーボンニュートラル」と

題して発表した。 

ケ 八戸三社大祭ボランティアとして約１５０名が参

加した。また、八戸えんぶりボランティアとして

約７０名が参加した。 

コ ７月２４日、八戸西ロータリークラブ会長からインターアクトクラブ結成認定状を授与さ

れた。大人社会のボランティア活動を通じ、世界に目を向けながらコミュニケーション力

とプレゼンテーション力を身につけていくことが期待される。 
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８）志願者数・入学者数の増加を目指した積極的な広報・募集活動の強化 

ア 中学生対象の「部活動体験見学会」を２回実施し、８月５日には１９０名、９月３０日に

は２１０名の計４００名の中学生が参加した。昨年は２８０名の参加にとどまったが今年

度は増加した。終了後のアンケートでは「全国大会に出場している部活動を見たかったの

で参加した」「雰囲気が良かった」「難しい練習もあったが先輩が丁寧に教えてくれた」

「とても緊張感がありいい練習だった」などの感想があり、本校部活動生と楽しそうに交

流した。 

 

 

 

 

 

イ 中学生対象の「体験入学」を夏休み中の３日間で

実施した。参加者数は昨年度に比べ３５人増え５

３１人であった。 

ウ ５～６月にかけ、管理職が三八地区、上十三地

区、岩手県北地区の中学校を訪問した。 夏以

降、中学生対象学校説明会（各中学校）、中学校教

員対象入試説明会（むつ下北地区、三沢上北地

区、十和田上北地区、三八地区）を順次行った。 

エ 趣向を凝らしデザイン性をアップしたスクールガイドとポスターを作成し配布した。ま

た、一高カレンダーを作成し中学校に配付した。 

オ 学校ホームページを充実させ、停滞することなく新しい情報を発信した。 

 

９）校舎の改築・改修の実現に向けた検討と安心安全な環境の整備 

ア 施設設備、車両の安全点検を随時行った。貯水槽や高架水槽の清掃を６月に行った。消防

用設備の点検を９月に行った。 

イ 防犯用監視カメラ２台を追加で設置した。 

ウ 「登校時挨拶運動・交通安全指導」を、一年間８：０５～８：２５の時間帯、管理職や各

分掌長が中心となり行った。生活委員会の生徒も協力した。 

エ 志学寮の舎監は、教員が一日交替のローテーションで行い、一年中寮生を指導する体制を

とっている。 

 

１０）生徒支援・教育相談体制の充実 

ア 各学期に１回、「いじめ調査アンケート」を全校生徒、全保護者に対して実施した。初期

の段階でいじめを発見し大きな問題にならぬよう速やかに対処できる体制をとっている。

３学期のアンケートには、教員によるハラスメントや体罰の有無を問う項目も追加した。 
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イ 生徒が学校での目標を考えその達成度を自覚させる目的で、「努力実践目標記入表」を活

用した。記入後は、校長が目を通し所見を記入し、３年生とは面談も行った。 

ウ 全学年の女子生徒を集め、女子としてのマナー等を考えるきっかけとなることを目的とし

た研修会を３回実施した。 

エ １０月２４日、「心の教室」と称し、航空自衛隊北部航空音楽隊を招いて演奏会を開催し

た。指揮者は本校ＯＢが務めている。幅広い曲を演奏していただき、演奏だけではなく、

吹奏楽のことや楽器の種類など教えていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 学校生活及び家庭生活での問題点をいち早く察知するため、定期的にクラス担任・学年主

任が面談を行い、効果的なサポートにつなげた。 

カ 「キャリアパスポート」を活用し、行事等の見通しと感想をその都度記入させることによ

り、自己分析や進路実現につなげた。 

キ 正規の教室で授業を受けることができないが、勉学に励みたいという生徒に対し、別室で

の学習を認めるという「サポートルーム制度」を運用しているが、今年度の制度認定者は

いなかった。 

 

３. 八戸工業大学第二高等学校 

１）観点別評価を指導・学習改善につなげる仕組みの研究 

ア  観点別評価の現状と課題の整理 

 校内研修会として、昨年度から始まった観点別評価の状況報告を各教科主任から行い、

現状と課題を共有し、今後のそれぞれの指導方法に活かす機会となった。 

イ  授業改善の継続実施 

 年間２回の授業公開、教員同士で授業を見学し合う互見授業、生徒からの授業アンケー

ト結果を通して、他者からの意見を踏まえ、自身の授業での指導改善を図る機会となっ

た。 

ウ  評価規準、評価方法・新シラバスの点検 

 今年度も評価方法と評価基準について、同一類型ごとに年間の評価計画を作成した。ま

た、新課程の全学年のシラバス作成が完了した。令和５年度は評価方法を、令和６年度は

評価規準を盛り込み、内容を充実させていきたい。 
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２）充実した教育を受けられる生徒支援の実施 

ア 教育環境の整備 

 近年の猛暑を受けて公立学校でのエアコン設置が進んでいるが、本法人でもエアコン設

置を進めている。今年度は高校 1年の使用する教室、全８教室中７教室へのエアコン設置

を行った。 

イ ICT活用による教育の推進 

 生徒の対面授業におけるＩＣＴ活用として昨年度は生徒用タブレット８０台を導入して

いる。これにより全生徒が問題なく利用できる環境となった。今年度も引き続き導入済み

の学習支援クラウドサービスやデジタル教材の活用を進めるためにライセンス契約を継続

している、。本校５０周年には無線ネットワークの高速化も予定されており、これにより、

さらに生徒個別の最適な学びや生徒の学習理解度把握に効果的な授業展開が可能となる。 

ウ アドバンスルームの整備 

他の生徒と同じ環境で学習することが難しい生徒のための学習環境として運用してい

る。今年度のアドバンス生は 14 名（3 年生 4 名、2 年生 5 名、1 年生 5 名）であっ

た。アドバンスルーム利用願いが出された月と人数は以下のとおりである。  

4 月：3 名 5 月：2 名 7 月：2 名 9 月：1 名 10 月：2 名 11 月：3 名 12 月：1 名 

この制度を利用することによって登校できるようになった生徒もおり、結果的に進級や

卒業に繋がった例も多い。一方で病気や障害などにより、登校するのが精一杯の生徒もい

る。鬱病や適応障害と診断されている生徒にどのような指導が適切なのか判断が難しく、

今後の課題である。 

エ アドバンス生への教科指導の充実 

各学年で時間ごとに担当者が割り振られ、アドバンスルーム生の学習を見ることになっ

ている。しかし、教員数の減少に対してアドバンスルーム生は年々増加しており、指導が

十分に行えていない状況となっている。また、非常勤講師の割合も多くなっており、情報

の共有や連携も難しくなっている。結果として、養護教諭と担任への負担が大きくなって

しまった。 

 

３）“生きる力”を育む「地域 ESD活動」及び「ＮＩＫＯプログラム」の深化 

→ ユネスコスクールキャンディデート校登録による活動の質の向上 

ア ユネスコスクール認定に向けた取り組みの実践 

 本校は、「ＳＤＧｓ の主旨を理解し、地域社会に貢献できる人材を輩出する」を教育目

標に掲げ、諸課題の発見とその克服のための教育活動、地域貢献を展開している。令和２

年度よりユネスコスクール認定に向けた取り組みを開始し、昨年度、国内審査を通過して

キャンディデート校として認定された。現在、ユネスコ本部での審査の準備段階で、認定

のためフェアトレードやマイクロプラスチック研究などグローバルとサイエンスを両立し

た取り組みを進めている。また、地域ＥＳＤ活動推進拠点の登録を受け、地域貢献活動を

積極的に行っている。生徒・教員とも、八戸工業大学から協力をいただき、宮城教育大学

や全国的学会で活動事例や研究成果を報告して受賞歴を積み重ね、高い評価を受けてい

る。 
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イ 「総合的な探究の時間」の評価方法の工夫改善 

 WWL(World Wide Learning)拠点校(仙台城南高校)の連携校として、先進的カリキュラム

の実践に触れることで、本校で作成した評価ルーブリックの改善に反映させる。 

ウ 教科横断学習実践に関する研究の継続 

 WWLの連携校として、Society5.0時代に向けた先進的カリキュラムに触れることで、本

校の教科横断学習の研究開発に活かす。 

 

４）志願者数及び入学者数の増加を目指した募集・広報活動の強化継続 

ア  夏の体験入学（高校）＝ 令和５年７月 22日（土） 

   「このイベントに参加して二高受検を決めた。」という声が多く、本校の生徒募集活動

の中でも重要なものである。夏休みには市内県立・私立各高校が体験入学を行っている。

中学校側でも参加するよう指導をしているので、いかにして他校より内容を充実させて本

校の良さを中学生と保護者にアピールするかである。本校では、スタンプラリーをしなが

ら部活動の体験や本校生徒の学外学習の発表を行うなど好評を得ている。全体会では在校

生のトークショーを取り入れ、行事や学外学習の充実した内容を中学生に向け話した。保

護者対象の学校説明会も行い、本校のプログラムでしっかり学習することで国公立大学に

合格できることなどを効果的に説明した。今年度は「新型インフルエンザ等感染症（2類

相当）」が「5類」へと変更。その影響もあり、生徒の参加は 58名、保護者の参加数は 42

名の増員となった。 

 

 ・令和５年度参加者数 生 徒：742 保護者：322 計 1,064 

 ・令和４年度参加者数 生 徒：684 保護者：280 計 964 

イ 受験講習会 ＝ 令和５年 11月３日（金） 

   受験講習会は、本校の過去の入試問題か

ら作成した問題集を用いて学習体験をする

イベントである。実施時期は昨年より 2週

間ほど早めた形で、各中学校の三者面談前

に実施することができた。昨年度同様 30 分

×5 教科で行い、午前で終了とした。この形

式は集中力が保てるため良いと判断してい

る。美術コースでは入試課題を踏まえた実

技指導を行い、また、夏と同じく、保護者
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対象 学校説明会も実施した。 

    ・令和５年度参加者数 

生 徒：171 保護者：90 計 261 

 ・令和４年度参加者数 

  生 徒：204 保護者：75 計 279 

ウ 中学校教員対象学校説明会 

 八戸、三沢、十和田の各地区の中学校教員

を対象に学校説明会を行った。 説明内容は、コースの紹介とその学習プログラム、NIKO 

プログラムと SDGsへの取り組み、入学者選抜・奨学生制度等についてである。 

 ・令和５年度参加者数（令和４年度参加者数） 

  ① 三 沢 地 区（令和５年９月 28 日）：10（13）  

   ② 十和田地区（令和５年 10 月 3日）：9（13） 

   ③ 八 戸 地 区（令和５年 10 月５日）：34（35）  

エ 地元紙チラシ配布による広報 

 8 月 15 日の地元紙に、一貫・進学・総合・美術の４コースの紹介、進路実績、附属中

学校の学力診断テスト案内などを掲載したチラシをはさみ、広く広報活動を行った。中学 

3 年生・小学 6 年生とその保護者はもとより、その次の学年の子と保護者や地域の人た

ちに広く知ってもらう機会となった。 

 

４. 八戸工業大学第二高等学校附属中学校 

１）特色ある教育活動の推進 

ア 一貫コース中高交流会、研修会、学習会等の実施 

    ① 一貫コース交流会として、４月に合同集会を実施し、全体写真を撮った。 

    ② 考査週間に、中 1から高３まで一堂に会し、考査学習会を実施した。 

    ③ ３月に卒業した１回生を数人招き、一貫コースの後半３年間の学習への取り組みについて、

アドバイスをもらう研修会を実施した。 

イ 進路意識を高める校外学習や研修旅行、英語研修、防災・減災研修等の充実 

    ① 校外学習第１回目では、市内の産業系の見学を実施した。第２回目では、３年生が進路に

関わる研修計画を立て、４コースに分かれて取材しながら、研修を深めた。 

    ② ３年生の国内研修(神戸・淡路・徳島方面、３泊４日)と２年生の東京研修(JAXA見学、東

大駒場オープンリサーチ他)を実施した。 

    ③ 英語研修として、１年生は秋田国際教養大学でのイングリッシュビレッジに参加した。２・

３年生は、希望者１４名が福島県のブリティッシュヒルズの研修に参加した。また、オー

ストラリア語学研修には、今年度から、３年生の希望者３名が参加した。 

    ④ 令和５年度は、岩手県沿岸を対象に、１・２年生で防災減災研修を実施した。 

ウ 個人差に対応した学習形態や学習機会（放課後講習・講座等）の工夫 

       考査後学習会に参加した生徒は、個別に指導を受ける機会が設けられた。また、高校生の

講座にも、希望する生徒が参加し、進路意識を高めることが出来た。 
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エ 豊かな経験をはぐくむ学校外活動等への積極的な参加の推進 

        高校生と一緒に、海や山の動植物の観察や調査、白神山地の散策、文学探訪等、多くの生

徒が参加した。 

 

２）生徒指導・教育相談の充実 

ア 「校風」（礼儀・礼節）を日々意識した実践と規範意識や愛校心の醸成 

    ① 各種行事を通して、常に挨拶や言動について、礼儀・礼節を意識するよう指導を継続して

きた。 

    ② 校外学習や各種研修会を通して、学校外での実践の場として意識させ、規範意識等を高め

てきた。 

イ 生徒理解を基盤とした学級・学年経営、並びに相互理解を深める特別活動の推進 

    ① 定期的な教育相談や学習面談を実施、学校生活面や学習面での悩みや躓きを把握し、課題

解決のための助言や励ましを継続してきた。 

    ② 学校目標達成をねらいに、学年・学級目標を設定し、日々生徒が意識するよう声掛けを継

続してきた。 

    ③ 道徳やホームルームの時間を活用し、相互理解を深めるとともに、適度な距離感を各自が

理解するよう働きかけてきた。 

ウ 生徒の自主性を育成する学校行事や特別活動の推進 

    ① オリエンテーション合宿での活動や各種行事では、３年生がリーダー性を発揮し、計画作

成や運営、後片付け等に積極的に取り組んできた。 

    ② 高校生と一緒の行事では、高校生の取り組みを大いに参考にし、主体的に活動する生徒が

多く見られた。 

 

３）PRの手立てを工夫する生徒募集 

ア 保護者の協力や生徒の実績を前面に出す広報活動の強化 

    ① 保護者の協力を得て、生徒募集範囲の広げ、新たな地域(久慈市方面)からの入学生を迎え

ることが出来た。 

    ② スポーツや文化活動等で、活躍している生徒の紹介を通して、学習と部活動の両方を頑張

りたいという生徒の募集も、進めることが出来た。 

イ 本校の生徒や保護者との交流を主とした教育活動の公開 

     ① 学校行事や教育講演会は、地域や近隣小学校にも公開し、希望者も一緒に参加し、実施し

てきた。 

ウ ものづくりや科学的な活動を通して、本校の特色に触れる募集活動の工夫 

① ものづくり講座を実施し、希望者数名が、興味をもって熱心に参加した。 

 ② 八戸工業大学の小玉先生を講師にお願いし、プログラミング講座を実施した。興味ある

子どもたちが、１０数名参加し、活動を楽しんでいた。 
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５. さくら幼稚園 

１）園児一人一人に寄り添う教育・支援の推進 
ア 基本的生活習慣の継続的な指導 

① コロナウイルス感染症が５類に移行した後も継続して手洗い・うがい・消毒を行った。特

に手洗いの場面では指の間や手首周辺といったところまでしっかりと洗えるように声を掛

け、自分たちでも意識してできるように繰り返し伝えてきた。帰宅後も自ら手洗いをする

姿が見られ、手洗いが習慣として身に付いたと保護者からもうれしい報告があった。 

② 満３歳では、入園時、おむつで登園する子が多かった。家庭の協力を得ながら順次、トイ

レトレーニングをスタートし、進級時にはほとんどの子がトイレトレーニングを完了した。 

③ 食事の場面では、偏食の子が目立った。色々なメニューに興味が持てるように素材の栄養

を教えたり、食べている子の感想を聞いたりしながら少しずつ挑戦できるようにした。ま

た、ほんの少し舐めてみたり、口に入れたりしたことを認め、褒めると共に、迎えに来た

保護者に伝えて一緒に喜んだ。逆に家庭での変化があった時には知らせてもらい、お互い

に成長を共有し、子どもにとってよりよい環境となれるよう工夫した。 

④ 健康な身体作りができるよう、季節に応じて外やホールで様々な運動遊びに取り組んだ。

継続して取り組むことにより身体の使い方が上手になったり、できることが増えたりし、

身体作りだけではなく、「やればできる」という自信にも繋がった。 

⑤ 週に一度、絵本の貸し出しを行い、園児が自分で選んだ本を家庭に持ち帰り保護者に読み

聞かせをしてもらう機会を作った。絵本を通して親子でゆったりと過ごす時間ができたこ

と、家庭にはない絵本との出会いがあること、子どもがどんなことに興味を持っているの

かを知る機会になったこと等、保護者からも喜びの声があがっている。 

⑥ 就学後を意識して「聞くこと」を大切に指導してきた。話を聞く姿勢・態度だけではなく、

最後まで聞くことの大切さにも気付けるように配慮してきた。年度末に小学校の先生方を

招いて行った保育参観では、話の聞き方が立派であること、就学後が楽しみであるといっ

た感想をいただいた。 

イ 支援が必要な園児への対応の強化 

① それぞれの個性を受け止め、指導方法を工夫したり、援助の仕方を相談したりしながら、

その子にとってよりよい支援ができるようにした。また、状況に応じて教育補助員を配置

し、個別での対応ができるように配慮した。 

② 見通しを持って活動できるよう朝のうちに一日の流れを伝えると同時に活動が分かるよ

うな掲示物で示し、視覚での支援も行った。 

③ 子どもの発達状況や課題に合わせて保護者に寄り添いながら、必要に応じて医療機関や市

の窓口を紹介した。保護者との共通理解が難しいケースでは、園として可能な支援を施し

た。 

ウ 生きる力を養うためのカリキュラムの見直し 

① 今まで行ってきた活動だけではなく、園児が意欲的に取り組める遊びを準備したり、人数

が変化したからこそ挑戦できる活動を取り入れたりしながら園児が進んで考えたり、遊び

の幅を広げたりできるように見守った。今後も「やりたい」「やってみたい」気持ちが持て

るような環境を工夫していきたい。  
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② 四季折々の体験ができるように配慮すると共に「なぜ」「どうして」といった探求心が芽

生えるように働き掛けてきた。今後は子どもたちが自分で見つけた疑問を自分の力で解決

していけるような力を育めるようにしたい。 

 

２）ホームページや園務システムを活用した募集・広報の実施 

ア ホームページの見直しと改編 

① 新しいホームページを立ち上げることはできなかったが、新しいホームページ作成に向け

た話し合いを行い、園の良さやアピールポイントについて再確認できた。 

イ 大学の公式サイトを利用した動画の公開 

① 八工大の YouTube チャンネルを利用して、行事後に保護者限定で動画配信を行った。今ま

で見られなかった様子が配信され、保護者からも大好評だった。八工大の先生や学生の力

に頼っている部分が大きいので園でも取り組んでいけるように体制を構築していきたい。 

 

３）法人内の学校との連携を図った活動の継続 

ア 八戸工業大学・・・遠足、運動会、なかよし祭、学生による製作等 

①〈遠足〉ボール遊び＆サーキット、石鹸づくり、津波装置の見学 

・体育館では大学の先生と学生が企画・準備してく

れたボールを使った遊びのコーナーや跳ぶ、くぐ

る、走るといった様々な動きができるサーキット

に挑戦した。学生が優しくサポートしてくれたの

で終始笑顔で安全に活動できた。 

・体育館脇の講義室では感性デザイン学科で準備

してくれた石鹸づくりに挑戦した。カラフルな石

鹸を自分の好きな形に切り、出来上がたものはお土産に持ち帰った。降園時、迎えに来た保

護者に嬉しそうに見せる姿が印象的だった。 

・年長児は特別に建築・土木工学コースの棟に行き、津波や地震の実験装置を見学した。津

波が起きた時の水の流れや地震によって液状化現象が起きる様子を見て興味を持ったり、不

思議に思ったり、それぞれに感じるものがあったようだ。 

②〈運動会〉競技準備の手伝い ※建築・土木工学コース学生 

・運動会当日の競技に使用する用具の準備や片付

け、競技中のピストルや園児誘導の補助等多岐に

わたって手伝ってくれた。学生の手伝いがあるお

かげで子どもの競技を落ち着いて見たり応援した

りできると保護者からも感謝の声が上がってい

る。 

③〈竹の水鉄砲づくり〉 

・水鉄砲のサイズに切り分けた竹筒と棒を準備してもらい、学生の手を借りながら隙間テー

プとガーゼを使って一人一つずつ水鉄砲を制作した。制作後は出来上がった水鉄砲を使っ

て学生と一緒に思い切り水遊びを楽しんだ。結び目がゆるく、遊んでいる途中で手直しが必

要になる子もいたが「遊びたい」一心で学生の作業を真似して直す姿も見られた。「どうす

ればうまくできるだろう」といった探求心が芽生えた子もおり、貴重な体験となった。 
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④〈なかよし祭〉迷路、アスレチック、ポスター制作 

・作品展示をする部屋の準備では、建築・土木工学コースの学生が棚の移動や暗幕張りを手

伝ってくれた。高い場所の作業や力仕事をしてくれたので作業時間も短縮できた。 

・感性デザイン学科の学生が単管を使ったアスレチックやテーマ「ヘンゼルとグレーテル」

をイメージした迷路を設置した。子どもたちも繰り返し遊び、歓声をあげていた。なかよし

祭後もそのまま設置し、保育活動中だけではなく、未就園児教室や見学に来た方にも大学と

の連携を知らせながら遊んでもらった。ポスターもテーマに沿ってデザインされ子どもたち

の興味を引いた。 

⑤〈ペットボトルロケットの制作〉 

・ 満 3歳と年少組は学生が制作してくれた大きなペットボトルに皆でシールを貼ってロケッ

トを完成させた。年中・年長組は大学の先生が用意してくれた小さなペットボトルと羽根の

型がついた厚紙を使って一人一つずつロケットを制作した。自分で模様を描いて切った羽根

や先端部を貼りつけ、ビニールテープでかっこよく仕上げたロケットを早く飛ばしたいと焼

き芋会を心待ちにしていた。焼き芋会当日には、学生に教えてもらいながら水を入れたり、

空気を入れたりして順番にロケットを飛ばした。科学的な仕組みまでは分からないものの飛

んだ距離を比べたり、「どうしたら遠くまで飛ばせるのかな」と考えたり、驚きや発見があ

る貴重な機会となった。 

⑥〈しまもり SDGｓプロジェクト〉さつまいも植え(年長組) 掘り(年中・年長組)  

・ 昨年度に引き続きしまもり SDGｓプロジェクトに

参加した。春に年長組がさつまいもの苗を植え、秋

には年中組と年長組で収穫した。年長組は大学の

畑でじゃがいも植えも体験しているため、じゃが

いもとさつまいもの植え方の違いを知ることがで

きた。秋の収穫では次々出てくる大きなさつまい

もに歓声をあげながら折らないように慎重に掘っ

たり、友達と力を合わせたりする姿が見られた。収穫したさつまいもはお土産で持ち帰った

が、掘った後に数日間冷暗所でねかせると美味しく食べられることも教えてもらい、将来役

立つ知恵を授かることができた。 

イ 第一高等学校・・・餅つき会、豆まき会等 

①〈運動会〉 

・運動会競技中のアナウンスと曲の放送をアナウンス部の担当教諭と生徒２名に依頼した。

総練習の時しか一緒に練習できなかったが、本番も明るく楽しみながらアナウンスしてくれ

たので来場した方からも好評だった。 

②〈豆まき会〉 

・水泳部の生徒３名に鬼役を依頼した。当日は、着

ぐるみの赤鬼・緑鬼、手作り衣装のなまはげ風の鬼

に扮して子どもたちの前に登場してもらった。ス

ピードと迫力のある鬼の登場に子どもたちも驚い

てホール中を逃げ回っていた。勇気を振り絞って

投げた豆の力で鬼が退散した時には一同安堵の表情を見せていた。 
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ウ 第二高等学校・・・英語教室 

・工大二高の英語教諭と ALTが月に一度来園し、年

長組を対象に英語教室を開催している。園行事や

学校行事の日程が合わず、開催できないこともあ

ったが、子どもたちにとって楽しみなことの一つ

である。６月には、二高で受け入れた留学生（短期

ステイ）１２名も同行し、一緒に折り紙をしたり、

ゲームをしたりして交流を図り、貴重な経験とな

った。 

 

４）施設・設備等の点検・整備 

・定期的に芝刈りを依頼し手入れした。また、裸足でも安全に遊べるように園児にも声を掛

け、小石を拾ったり、シロツメクサやたんぽぽを摘んだりした。 

・毎朝、遊具の清掃を行うとともに危険個所がないかを確認し、気付いた時には職員会議で

伝え合い、注意喚起すると共に修理を行った。 

・年度末にはワックスがけを行い、廊下にある棚の耐震補強を行った。また、空き部屋には

鍵を設置し安全管理ができるようにした。 

 

６. 法人全体 

１）安定的、継続的運営に資する財政基盤の構築 

ア 予算編成方針及び予算管理方法の見直し 

 新たな予算編成を検討するにあたり、高校・中学校の主任以上の教職員に対し財務状況

の理解を目的に過去５年間の財務分析、奨学費等の現状の説明を行った。また、法人事務

局及び大学では、各担当が随時予算執行データの残高、執行内容等を確認できるように

「LeySer plus 実務者サイト」を導入した。 

イ 積極的な補助金申請・採択率向上に向けた体制の見直し 

 次年度事業計画について各設置校と協議するうえで、各事業に対し利用可能な補助金に

ついての情報共有は行うことが出来たが、法人全体での共通認識とまでは至らなかった。

引き続き、年間のスケジュールイメージや資料作成のマニュアル等を各校と共有した上で

スムーズな補助金申請を可能とする仕組みを構築し、有効かつ適切な補助金申請のルーテ

ィン化を図る。 

ウ 法人一般寄付の充実と運用方法の見直し 

一般寄付における募集要項や申込用紙などの各種書類作成、クレジット決済をはじめとし

たインターネット申込などの各種設定など、各種受け入れ体制の整備を行った。今後の展

望として、各設置校の卒業生を中心とした寄付依頼を行い、各種事業の遂行に努めるべ

く、今後も継続的に検討・協議を続けながら、実施する。 

 寄付金の運用については、現在、寄付者の意向に沿って、各学校のために活用させてい

ただいているが、今後は使途を明確に定めた特定寄付による中長期的な運用も検討する。 
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エ 資産運用方針に基づく資産運用の実施と継続 

令和 5年度資産運用方針のもと、将来の資金需要に対応するための資産形成に向けた投

資とすること、また運用に当たってはリスク軽減のために、資産及び時間の分散投資を図

った。資産運用に当たっては、普通預金を原資に債権、投資信託などで資産運用を実施し

た。 

 

２）機能性・効率性向上を目指した組織運営とガバナンス体制の構築 

ア 教学計画に基づく中期的な視野による教員採用・適正配置 

 昨年度に引き続き、各学校長からのヒアリング及び高校の公開授業に役員及び法人事務

局職員が参加し状況を把握した。 

イ 法人事務局及び大学の所管業務の見直し・検討 

 法人全体の機能強化、総合力の発揮及び効率的かつ円滑な業務運営の確立のための組織

編成を検討し、規程を改正した。①法人事務局と大学事務組織を一体化、②組織機能を法

人本部、教育研究実施組織、運営業務実施組織の 3つに再編、③大学の運営業務実施組織

にセンター、事務室、チーム、分室その他の分掌組織を置くことができる、④運営業務実

施組織に、専門監・企画監、チームリーダー、副参事等を置くことができる、とした改正

を行い令和 6年 4月 1日より施行することとした。 

 

ウ 人材育成・評価制度の実用化に向けた検討の継続 

 令和 5年度の実施は試行期間を含めて 5 期目の評価期間となったことから、年度初めに

制度の目的と効果等について再確認し、人材育成の取組みが、より信頼される学校づく

り、より誇りの持てる学校づくりにつながり、充実した人材育成の取組みとなることを目

指した制度であることを教職員へ周知した。 

 処遇への反映については、評価結果と併せ、その他評価結果以外の勤務状況等を勘案し

た学校長の総合的な意見を踏まえた処遇反映を令和 3年度より実施しているが、制度目的

の定着や、制度の仕組みを活用して自他の能力開発につなげる意識などの組織風土を醸成

し、組織目標を達成していく為に、より効果的な方法を引き続き検討する。 

エ 運営基盤強化を目指した各種規程の点検と整備 

組織変更、所掌業務の見直しに伴い、関連する諸規程の管理・運営について見直しを図

り、責任体制を明確にしながら、意思決定の迅速化に向けた土台作りのため、各種規程と

実行している業務が結びつくように調整を図った。今後は業務の実態に合わせた規程の改

正を図る。 

 

３）教育力・研究力向上を目指した環境整備 

ア 遊休資産の有効性・将来性の検討 

 主として利用している設置校において、利用者数の減少、利用頻度の低下があった場合

には、設置校間での調整の上で、利活用を検討しているが、未だ活用方法を模索している

遊休資産は多い。そういった課題を含め、検討・協議するための組織として、昨年度に引

き続きキャンパスマネジメント委員会（仮称）の設置を検討・計画したが、令和５年度も

設置には至らなかった。（以下 エ 参照）引き続き、現在把握している課題を含め、次年
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度協議を実施する上での検討事項を再度整理した。 

イ 大学・高校・幼稚園における校舎耐震化検討及び空調設備更新の計画的実施 

 高校・幼稚園における校舎耐震化は、園児・生徒の安全を守るために重要だと認識して

いる中で、建物の老朽化も逼迫しており、教育に支障が出ないための修繕対応を優先し、

校舎耐震化の計画検討・立案には至らなかった。 

 また、空調設備更新については、第二高校の普通教室７教室を実施した。第一高校普通

教室を令和６年度に実施する。 

ウ 園児・生徒・学生の学校生活に係る外部委託関連の見直し 

 本法人では学生寮の管理運営、学生食堂、幼稚園給食、スクールバスなどの業務を外部

委託しているが、委託から複数年が経過しているため、見直しを図るための現状把握を行

った。集めたデータを基に令和６年度中に委託業者の見直し等を図る。 

エ キャンパスマネジメント委員会（仮称）の設置 

昨年度に引き続き、委員会設置の検討を重ねる中で、老朽化した建物や設備等の長期的

な課題、設置校における施設・設備管理の課題などが多かったこと、新型コロナウイルス

への対応が逼迫している中での委員会設置は、教職員にとってさらに負担となることを主

な理由として、委員会設置には至らなかった。令和６年度中の設置に向けて、これまでの

課題を整理して、改めて検討を開始し、年度内に第１回委員会の開催、施設・設備におけ

る理想的な運用の方向性を協議する。 

 

４）地域の学園としてのブランド価値向上と広報強化 

ア 各設置校の広報活動推進及び法人全体における広報の在り方の検討 

ホームページを中心とした安定的な各設置校の広報活動が確立しつつあることを踏ま

え、昭和 59年から発行（蒼穹の前身「学園だより」を含む）を続けてきた学校法人八戸

工業大学の広報誌である「蒼穹」は、令和５年１月の発行を以て終了した。今後は、これ

まで「蒼穹」の発行に尽力した各設置校の委員をはじめ、ＨＰ担当者とこれまで以上にホ

ームページの充実に努め、即時性のある情報発信を強化する。また、ＳＮＳを利用した広

報についても、運用の在り方を検討しつつ、各学校の魅力が伝わるよう努める。 
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 （単位　円）

　　　科　　　　目 　　　予　　　　算 　　　決　　　　算 　　　差　　　　異

　 学生生徒等納付金収入 1,997,610,000 1,902,170,105 95,439,895

　 手数料収入 34,270,000 30,135,755 4,134,245

　 寄付金収入 59,550,000 52,508,855 7,041,145

　 補助金収入 780,910,000 841,564,981 △ 60,654,981

     国庫補助金収入 355,910,000 337,264,905 18,645,095

     地方公共団体補助金収入 425,000,000 504,300,076 △ 79,300,076

　 資産売却収入 0 427,772,879 △ 427,772,879

　 付随事業・収益事業収入 69,310,000 72,675,524 △ 3,365,524

　 受取利息・配当金収入 37,260,000 44,510,435 △ 7,250,435

　 雑収入 136,710,000 175,928,831 △ 39,218,831

　 借入金等収入 0 0 0

　 前受金収入 265,460,000 190,326,140 75,133,860

　 その他の収入 278,977,749 367,737,198 △ 88,759,449

　 資金収入調整勘定 △ 241,950,810 △ 303,163,642 61,212,832

　 前年度繰越支払資金 1,477,703,601 1,477,703,601

　 収 入 の 部 合 計 4,895,810,540 5,279,870,662 △ 384,060,122

　　　科　　　　目 　　　予　　　　算 　　　決　　　　算 　　　差　　　　異

　 人件費支出 1,997,040,000 2,036,051,412 △ 39,011,412

　 教育研究経費支出 727,630,000 762,134,041 △ 34,504,041

　 管理経費支出 207,300,000 215,162,570 △ 7,862,570

　 借入金等利息支出 0 0 0

　 借入金等返済支出 0 0 0

　 施設関係支出 76,770,000 68,387,000 8,383,000

　 設備関係支出 46,510,000 62,910,009 △ 16,400,009

　 資産運用支出 200,000,000 420,760,678 △ 220,760,678

　 その他の支出 251,092,744 269,293,307 △ 18,200,563

( 0)

50,000,000 50,000,000

　 資金支出調整勘定 △ 201,900,000 △ 275,936,380 74,036,380

　 翌年度繰越支払資金 1,541,367,796 1,721,108,025 △ 179,740,229

　 支 出 の 部 合 計 4,895,810,540 5,279,870,662 △ 384,060,122

　〔 予 備 費 〕

  資 金 収 支 計 算 書　

令和 ５ 年 ４ 月  １日から
令和 ６ 年 ３ 月３１日まで

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

III. 財務の概要 

１. 決算の状況 

１）資金収支計算書関係 

ア 資金収支計算書 
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【資金収支計算書経年推移表】 
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イ 活動区分資金収支計算書 
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【活動区分資金収支計算書経年推移表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動区分資金収支計算書関係比率】 
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２）事業活動収支計算書 
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【事業活動収支計算書経年推移表】 
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【事業活動収支計算書関係比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業収支計算書の財務比率】 
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３）貸借対照表 
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【貸借対照表経年推移表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貸借対照表関係比率】 
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４）財産目録 
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２. その他 

１） 有価証券の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 借入金の状況 

   借入金はありません。 

    ３） 学校債の状況 

         学校債はありません。 

    ４） 寄付金の状況 

 

 

 

 

 

５） 補助金の状況 

 

 

 

 

６） 収益事業の状況 

     収益事業はありません。 

    ７） 関連事業者等との取引の状況    

    ア 関連当事者    

          対象となる取引はありません。   

          イ 出資会社 

          対象となる取引はありません。  

８） 学校法人間取引 

     対象となる取引はありません。 

 

３. 経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針、対応方策 

 安定的、継続的運営に資する財政基盤の構築のため、各設置校における定員の確保、補助金の

獲得及び寄附金募集活動の強化による収入増を図り、教育力・研究力を低下させない人事政策を

実施しながら、経費削減による支出の減に努めていく。 


